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【 いつも同じ動径 】

　大学で文部科学省が進めるＡＰの数学の問題作成をしている。この問題作りの中で偶然見つけた

事実を、問題形式で紹介する。

【 問題 】

　 nを自然数として、角の大きさが (10n)◦ の動径を考える。この動径と同じ位置になる 0◦ 以上

360◦ 未満の角度を (an)
◦ とする。このとき、一般項 an を求めよ。

【 解答 】

a1 = 10 , a2 = 100 , an = 280 (n ≧ 3) である。

n ≧ 3のときについて正しいことを帰納法で示す。

(1) 103 = 1000 = 360× 2 + 280 より a3 = 280なので、n = 3のとき成り立つ。

(2) an = 280とすると、10n = 360m+ 280となる整数mが存在する。

10n+1 = 10(360m+ 280) = 3600m+ 2800 = 360(10m+ 7) + 280

であり、10m+ 7は整数なので、an+1 = 280となり、n+ 1のときも成り立つ

以上、数学的帰納法より正しいことが示された。
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